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研究成果の概要（和文）：材料中の水素が示す個別の水素機能の高度化と融合により、多彩な高次水素機能を誘
起、次々世代のエネルギー変革等にも資する革新的材料・デバイス・反応プロセスを創成するとともに、これら
の研究を通じて変幻自在な水素の性質を使いこなすための指導原理となる新たな水素科学（＝ハイドロジェノミ
クス）を構築することを、本領域の目的とした。本計画研究では、水素本来の「反応プロセス促進」に関わる機
能を飛躍的に高めることで高次水素機能を誘起して、有用物質を高純度・単純プロセス・低コストで製造するた
めの物質変換プロセスを確立することにより、新たな水素科学（ハイドロジェノミクス）の学理構築に貢献す
る。

研究成果の概要（英文）：We have induced various higher order hydrogen functions and created 
innovative materials, devices and reaction processes that will contribute to the next generation of 
energy transformation by refining and fusing the individual hydrogen functions exhibited by hydrogen
 in materials. Through these studies, the aim of this research area is to build a new hydrogen 
science (=hydrogenomics) that will serve as a guiding principle for the full exploitation of 
hydrogen. Specifically, in this research project, by dramatically improving the "reaction process 
acceleration" function inherent in hydrogen, we have realised material conversions to produce useful
 substances with high purity, simple process and low cost. We then contributed to the construction 
of hydrogenomics.

研究分野：ナノ物性化学、水素科学、触媒化学
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  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本計画研究では、高活性水素を用いることで高選択、高難度、高効率の反応や高純度化プロセスを促進する材料
の創製を新反応の開拓に成功した。このような本計画研究研究で得られた成果は、無尽蔵かつ未利用のCO2や
N2、H2Oあるいはバイオマスなどの不活性物質を、ポリマー、医薬品、肥料、燃料の原料となる有用物質を高純
度・単純プロセス・低コストで製造するための基盤となる。従って、本成果は、持続可能な社会実現に大きく貢
献し、社会的インパクトを有する。また、反応プロセス促進に関するハイドロジェノミクスを大きく発展・深化
させるものであり、基礎化学のみならず、工学的観点からも大きな波及効果をもたらす。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 最近、従来の延長線上にない水素科学の萌芽が注目されている。この萌芽の本質は複数の水素機

能の相乗効果による“高次水素機能”の誘起であり、これにより個別の水素機能だけでは実現困難な革

新的材料・デバイス・反応プロセスの創成が期待される。 
例えば、「界面局在」や「高速移動」する機能との融合により、水素本来の「反応プロセス促進」に関わ
る機能をさらに飛躍的に高めることができ
る。即ち、反応分子と高い親和性をもつ水素
クラスターなどのナノ構造体界面の局在電
子と強く結合した高活性水素の精密制御に
より、N2分子の安定な三重結合すら容易に切
断できる。さらに、高活性水素を他のナノ構
造体から高速移動供給することで連続的に
反応を誘起できる。このような高次水素機能
によって生み出される新規物質変換プロセ
スは、無尽蔵かつ未利用の CO2や N2などの
不活性な物質と水素との反応により、機能性
材料の原料となる有用物質を高純度・単純プ
ロセス・低コストで製造するための最重要基
盤となる。 
 
２．研究の目的 
 本計画研究では、（水素）クラスター、薄膜、ナノ粒子などのナノ構造体の高活性界面の高度
利用と、反応促進に関わる領域全体の連携により、高活性水素による新規反応プロセスを創出す
る。具体的には、水素の反応プロセス促進機能の高度化と他の水素機能との融合により、多様な
高活性水素を効果的に高活性化・精密制御できる界面反応場を構築する。これにより⾼次⽔素機
能を誘起して、温和な条件における高活性水素の発生と物質変換を実現する新しい高活性反応
場を構築し、領域全体で連携して高活性水素に応じた有用物質への新規物質変換プロセスを創
出する。 
 
３．研究の方法 
 本研究領域の達成目標は、多彩な高次水素機能を誘起し、領域全体で連携して革新的材料・デ
バイス・反応プロセスを創製するとともに、これらの研究を通じてハイドロジェノミクスを構築
することである。水素本来の「反応プロセス促進」に関わる機能を飛躍的に高めるために、他の
水素機能（高密度凝集、界面局在、高速移動）との融合による高活性水素の精密制御の研究を進
める。具体的には、反応プロセス促進機能の高度化（ステージⅠ）、学問分野の枠を超えた水素
機能の融合（ステージⅡ）、領域全体での多彩な高次水素機能の誘起（ステージⅢ）に順次取り
組む。たとえば、A01 および A03 との連携により、高活性水素を高密度かつ高速に反応活性点に
収束する手法を開発し、反応速度を大幅に増大させる。また、領域内で開発される高密度水素ク
ラスター(A01)、エレクトロニクス薄膜(A02)、イオン伝導体(A03-1、A03-2)などの機能性材料と
ナノ構造体の有機的な結合により、素反応が連鎖的に進行する高次の物質変換界面を創製する。
また、高活性のナノ構造体およびその合成手法を領域内で共有することにより、高配位水素クラ
スター(A01)の開発が大きく前進するだけでなく、エネルギー変換（A03-1）やセンシング（A03-
2）などのナノ構造体の新しい高次水素機能が開拓
される。これにより高次水素機能を誘起して、未利
用の原料物質から、ポリマー、医薬品、肥料、燃料
の原料となる有用物質を高純度・単純プロセス・低
コストで製造するための最重要基盤となる物質変
換プロセスを確立することにより（ステージⅢ）、
新たな水素科学（ハイドロジェノミクス）の学理構
築に貢献する。 
 
４．研究成果 
 
ステージⅠ：高活性水素を選択的に生成するためのナノ構造体界面を構築する技術を確立 

金属の共同効果を利用した Ru-Fe ナノ合金界面での高効率アンモニア合成 

 新規に作製された六方最密構造型 Ru-Fe ナノ合金上では、反応活性が高まる高温条件下で

も反応性が低下せずに効率よく NH3 が生成することが明らかとなった(Phys. Chem. Chem. 
Phys., 2019)。これは、合金化により、水素と窒素の両方を高活性化できる界面が形成したた

めである。 
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図 1 本研究で創出を目指す高次水素機能の例. 
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光電子分光によるモデル触媒表面における水素およびギ酸の表面化学 

 水素透過合金膜である PdCu 合金への水素の吸着・吸蔵過程に伴う表面組成と化学状態に

ついて準大気圧光電子分光装置を用いて研究した。水素分圧、温度、合金相などをパラメー

タとし、表面近傍の物質移動の詳細を明らかにした(Appl. Surf. Sci., 2019)。また、Zn で修飾

した Cu(111)、Cu(997)表面を作製し、ギ酸の分解と生成したフォルメート種の表面反応を研

究した。Cu ステップサイトはギ酸の OH 結合切断に高い活性を示すこと、生成したフォル

メート種は Zn修飾 Cu表面で安定化させることを明らかにした(J. Chem. Phys., 2020)。 
 
酸化物上で発生する電界活性化水素（プロトン＋電子）を利用した高選択的アミノ酸合成 

 水の電気分解によって生成するプロトン

と電子は（電界活性化水素）、温和な条件で

基質分子を水素化する高い反応性をしめ

す。本研究では、TiO2ナノ粒子からなるカソ

ード界面でのバイオマスから調達可能なa-
ケト酸と窒素源であるヒドロキシルアミン

および電界活性化水素の反応により、アス

パラギン酸、フェニルアラニンなどの７種

類のアミノ酸を効率よく合成することに初

め て 成 功 し た (Chem. Commun., 2019; 
EurekAlert)。 
 
新規分子性水素ヒドリドクラスターの構築 

 立体的に嵩高いシクロペンタジエニル基 C5Me4SiMe3 を有する希土類金属や、4 族遷移金

属水素クラスターの構築に初めて成功した(J. Phy. Soc. Jpn., 2020)。特に、C5Me4SiMe3基を有

する多核チタン水素クラスターは、窒素分子の切断と水素化や、芳香族化合物の炭素－炭素

結合切断と骨格変換反応など、非常に高い反応性を示すことが明らかとなった(J. Am. Chem. 
Soc. 2019)。 
 
電子/プロトンプーリングクラスターを用いた CO2の高効率変換反応の開拓 

 CO2 共存下、電子/プロトンプーリング分子である置換アニリン誘導体に光照射すること

で、置換基の種類に依存した芳香族 C(sp2)–H 結合の位置選択的なカルボキシル化反応を進

行することを見出した（Sci. Rep., 2018）。
一方、チオフェノール誘導体は光ジスル

フィド化を高選択的に進行し、これらは

添加物を必要としない光エネルギーによ

る合成化学に新たな展開をもたらす成果

である。また、これら反応活性化の鍵とな

る光水素ラジカル生成過程の制御に資す

るモデル分子を用いたラジカルトラップ

及び標識実験に加え、水素分子発生過程

に生じる中間体の単離と同定に成功した

(Chem. Comm., 2020)。 
 

ステージ II：学問の枠を超えた水素機能の融合により、高活性水素の反応プロセス促進機能を

誘起。 

新規分子性水素ヒドリドクラスターの構築（高密度凝集＋反応プロセス促進） 

 C5Me4SiMe3 基を有する二核および三核クロム水素クラスターの構築にも成功した。これ

らの水素クラスターには非常に還元力の高いヒドリド H-が複数含まれ、不活性小分子の新

規物質変換反応が期待される。また、C5Me4SiMe3 基を有する異種混合水素クラスターの構

築と窒素分子の切断・水素化や(Eur. J. Inorg. Chem. 2020)、non-Cp系配位子であるアクリダ

図 3 低濃度 CO2の有機配位子への光固定化. 

図 2 高選択的アミノ酸電解合成. 



ン骨格で安定化された PNP ピンサー型チタン水素クラスターによる窒素分子の活性化、お

よび新たな N-E(ヘテロ原子)結合の形成反応などを見いだし、窒素分子からの含窒素化合物

への物質変換反応に道を拓いた(Angew. Chem. Int. Ed. 2020)。 

 

新規水素吸蔵 Pd ナノカプセルの創製（高密度凝集＋高速移動＋反応プロセス促進） 

 多孔性配位高分子(Metal Organic Frameworks, MOFs)を Pd の層で覆ったナノカプセルでは、

MOF への物理吸着と Pd 内部の化学吸着の協同効果による新規の吸蔵メカニズムが発現す

ると期待される。これまでに水素吸蔵特性を示す MIL-101 を内包する Pd ナノカプセル

（Pd/MIL-101）を新規に作製した。Pd/MIL-101 では Pd表面から MOF上にスピルオーバー

している重水素が存在することが重水素圧力可変 2H NMR スペクトル測定から明らかとな

った。 
 
水素分子のヘテロリシスを利用した金属脆化の可視化（反応プロセス促進＋高速移動→可視化） 

 ビピリドナート配位子を有するイリジウム錯体に水素を作用させることによって、水素分

子のヘテロリティック開

裂が起こり、イリジウム

上にヒドリド、配位子中

にプロトンの形式で新た

な結合を生じることがわ

かった。このときの、錯体

の色調の変化を金属の脆

化過程プロセスの高感度

観測に発展させることに

成功した。 
 
ステージⅢ：領域全体での多彩な高次水素機能の誘起 

 プロトンやヒドリドに加えて原子状およびラジカル水素等、様々な高活性水素の生成とそ

れらを利用した高次水素機能による高選択／高効率／高純度／高難度反応プロセスに関す

る研究が進んだ。 
 並行して進めた水素先端計測・計算が主体となる領域内連携により、例えば、TiO2電極上

に発生する電界活性化プロトンについて、DFT 遷移状態解析により反応中間体の精密解析

を行うことにより、プロトン−電子共役を介した高効率なアミノ酸合成プロセスを提案した

（J. Phys. Chem., , 2021, 図 6）。また、その対極の反応である水の酸化に高い活性を示す酸化

図 5 Ir 錯体上でのヘテロリシス水素開裂を有効利用した 
材料中の水素の可視化. 

図 4 ヒドリドクラスター上で生まれた新規反応の例. 



物担持ラスター触媒の作製に成功するとともに、電圧印加下 X線吸収分光法（in-situ XAFS）、
変調励起赤外吸収分光法（MES-IR）および DFT解析を用いた反応活性種の特定により、新

規反応プロセスの提案に至った(図 6, ACS Catal., 2019; Adv. Mater., 2022)。さらに、プロトン

−電子共役プロセスを応用した低温動作型の熱電変換デバイスの構築に成功した（Sci. Rep., 
2021）。 
 これらの結果、各種反応プロセスの研

究が加速し、例えば、水素－電子共役を

利用した電気化学的二酸化炭素変換反

応に成功した（ACS Catal., 2022）。 
 また、水素を効果的に高活性化する反

応場としての Pd で機能化したモデル

触媒における原子状（スピルオーバー）

水素に関する雰囲気 X 線光電子分光

（AP-XPS）・表面赤外分光を用いた解析

等も進んだ。水素が Pdサイトで解離し

Cu(111)表面にスピルオーバーする過

程を Pd 3d5/2 の XPS で観測した(図 7, 
PCCP, 2022)。Cu表面におけるグラフェ

ン等の高純度合成にも展開した。 
 さらに、多核ヒドリドクラスターを用いた窒素分子と二酸化炭素からのイソシアネート合

成や(J. Am. Chem. Soc., 2022)、Ir錯体を用いたバイオマス由来のプロトンとヒドリドからの

水素製造等(Catal. Sci. Technol., 2021)、多様な高難度反応に関する研究も進展した。 
 光駆動型ハイドライドの高分子化を実施したところ、M(opda/s-bqdi)型錯体は溶液中で駆

動する光駆動型ハイドライドに比べ約 50 倍の理論水素重量密度を有することが明らかとな

った。 

図 6. 水素先端計測・計算との連携による高活性水素を用いた新機能発現成果事例. 

図 7 AP-XPS 測定による合金界面でのスピルオ
ーバー水素の高感度その場観察. 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
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有

 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名
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10.1039/C9CY01541H

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Catalytic enhancement on Ti-Zr complex oxide particles for electrochemical hydrogenation of
oxalic acid to produce an alcoholic compound by controlling electronic states and oxide
structures

Cat. Sci. Tec. 6561-6565
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Trivalent Rare‐Earth Metal Amide Complexes as Catalysts for the Hydrosilylation of
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 １．著者名
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2019年
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
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 １．著者名

10.1039/C8CP05800H
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Tailoring Widely Used Ammonia Synthesis Catalysts for H and N Poisoning Resistance

Phys. Chem. Chem. Phys. 5117-5122
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 １．著者名

10.1039/C8CP07445C
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 オープンアクセス  国際共著
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Electrochemical hydrogenation of non-aromatic carboxylic acid derivatives as a sustainable
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Phys. Chem. Chem. Phys. 5882-5889
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著
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 オープンアクセス  国際共著
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Steam Reforming of Propane at Low Temperature

Chemistry - A European Journal 8742～8746
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Base-free Conditions

Scientific Reports 14623-14623
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quinolines under solvent-free conditions

Catalysis Communications 55～60
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
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Inorganic Nanomaterials to Achieve Efficient Hydrogenation Reactions for Energy Storage and Materials Conversion
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第16回九州シンクロトロン光研究センター（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

T. Noguchi

T. Noguchi

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山内美穂

山内美穂

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

低環境負荷型プロセス構築のための無機ナノ触媒の作製

持続可能な物質変換を実現するための無機ナノ触媒の創製

In-situ observation of H2 and N2 adsorbed on Ru-based catalysts using modulation excitation-infrared spectroscopy

Elucidation of ad/desorption process of N2 and H2 molecules on Ru-based ammonia synthesis catalysts using modulation-
excitation infrared spectroscopy

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Asian Conference on Coordination Chemistry (ACCC8)（国際学会）

Asian Conference on Coordination Chemistry (ACCC8)（国際学会）

第130回触媒討論会

T. Noguchi

A. Anzai

野口朋寛

安齋亮彦

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
第130回触媒討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Cu Modified TiO2 Catalyst for Electrochemical Reduction of Carbon Dioxide to Methane

In-situ変調励起赤外分光法による水素存在下におけるRu/MgO表面へのN2分子の吸着挙動の観察

電気化学的CO2還元のためのCu-TiO2複合触媒の作製

Observation of N2 and H2 Adsorbed on Ru Catalysts by in-situ Modulation Excitation Infrared Spectroscopy



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

2022年度ハイドロジェノミクス第８回若手育成スクール（招待講演）

日本MRS水素科学技術連携研究会「第1回トピックス研究会（化学分科会）」（招待講演）

日本物理学会2022年秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

吉岡晴香, 長田渉, 向井孝三, 田中駿介, 吉信淳

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

野口朋寛

小林浩和

 ３．学会等名

原子状水素吸着Cu(997)表面におけるギ酸の反応

変調励起赤外分光法を用いたRu/MgOアンモニア合成触媒表面への水素および窒素の吸着のその場観察

Development of Functional Nano-Materials Based on Synthetic Chemistry

よく規定されたモデル触媒表面における水素の活性化と反応

 １．発表者名
吉信淳

 ３．学会等名

第16回分子科学討論会2022



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本物理学会2022年秋季大会

第１３０回触媒討論会

2022年光化学討論会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

李 鴻宇、片岡 佑太、田中 駿介、春山　潤、杉野 修、吉信 淳

吉信 淳・長田 渉・吉岡 晴香・阪口 佳子・向井 孝三・田中 駿介

板垣 廉

Akira Imaizumi

錯体化学会 第72回討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

vdW汎関数を用いたAIMD計算によるPt(111)表面におけるCOの酸化脱離反応の理論研究

銅系モデル触媒によるギ酸および二酸化炭素の吸着と水素化

フェロセニウムを電子受容体とした二相溶液における水の光酸化反応

Synthesis of Microporous Aluminosilicate by Direct Thermal Activation of Phenyl-Substituted Single-Source Molecular
Precursor

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学会 第72回討論会

錯体化学会 第72回討論会

8th Asian Conference On Coordination Chemistry

8th Asian Conference On Coordination Chemistry

田端 隼人

Akira Imaizumi

Ren Itagaki

 ２．発表標題

 ２．発表標題

板垣 廉

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ジイミノ骨格を有する高分子型錯体の光電気化学特性

Synthesis of Aluminosilicate from a Single-Source Spiro-7 type Molecular Precursor

Light-Induced Electron Transfer/Phase Migration of a Redox Mediator for the Photocatalytic Coupling in a Biphasic Solution
 ２．発表標題

フェロセニウム/フェロセン型電子伝達体の相間移動により駆動する光触媒反応

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The JSCC 72nd Annual Symposium

The JSCC 72nd Annual Symposium

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Takanori Shima, Ping Wu, Ryota Owada, Gen Luo, Zhaomin Hou

板垣 廉

板垣 廉

Qingde Zhuo, Jimin Yang, Zhenbo Mo, Xiaoxi Zhou, Takanori Shima, Yi Luo, and Zhaomin Hou

日本化学会第103春季年会

第12回 CSJ化学フェスタ2022

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Synthesis of alkyl amines from dinitrogen and alkenes mediated by a titanium hydride complex

相間移動型電子メディエーターを介した水を電子源とする光触媒反応

フェロセニウム/フェロセン型電子伝達体のレドックス誘起相間移動により駆動する光触媒システムの構築

Dinitrogen cleavage and functionalization with carbon dioxide at a dititanium dihydride framework

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2nd International Symposium Hydrogenomics（招待講演）

日本化学会第103春季年会

Qingde Zhuo, Jimin Yang, Zhenbo Mo, Xiaoxi Zhou, Takanori Shima, Yi Luo, Zhaomin Hou

島 隆則、Ping Wu、大和田 凌太、Gen Luo、侯 召民

Xiaoxi Zhou, Qingde Zhuo, Takanori Shima, Xiaohui Kang, Zhaomin Hou

Fujita, K.

日本化学会第103春季年会

2nd International Symposium “Hydrogenomics”

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Activation and coupling of dinitrogen and carbon dioxide by a dititanium polyhydride complex

「チタンヒドリドを用いた窒素分子とアルケンからのアルキルアミン合成」

Transformation of pyridines to cyclopentadienyl units by denitrogenation in a PNP-ligated dititanium hydride framework

Simultaneous Production of Dicarboxylic Acids and Hydrogen from Aqueous Solution of Diols Catalyzed by an Iridium Complex

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 5th International Conference on Organometallics and Catalysis (OM&Cat-5)（招待講演）（国際学会）

第11回JACI/GSCシンポジウム

第11回JACI/GSCシンポジウム

第11回JACI/GSCシンポジウム

藤田健一

久保田開人

吉田七瀬

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Fujita, K.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

イリジウム触媒を用いたグリセロールとフェニレンジアミン類からの脱水素的含窒素複素環合成

イリジウム錯体触媒を用いた持続可能な環境調和型水素製造

イリジウム触媒を活用するN-メチルアミン誘導体の環境調和型合成
 ２．発表標題

Iridium Complex Catalyzed Hydrogen Production from Cellulose under Mild Conditions

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第68回有機金属化学討論会

第50回複素環化学討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小野田光貴

藤田健一

藤田健一

吉田七瀬

日本MRS水素科学技術連携研究会2022年6月研究会

Roadmap to 2050 カーボン・ニュートラル推進連続セミナー, 第7回「触媒を用いたグリーンイノベーションへの挑戦」（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

イリジウム錯体触媒を用いたアルコールによる含窒素芳香環上のメチル基のアルキル化反応

錯体触媒を用いた有機資源の脱水素化と水素製造

イリジウム錯体の触媒的脱水素化機能を活用する水素製造ならびに水素貯蔵

イリジウム錯体触媒を用いたアルコール類のメチルアミノ化ならびにジメチルアミノ化反応

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 72nd Conference of Japan Society of Coordination Chemistry, Frontiers of coordination chemistry toward hydrogen society
(Symposium S7)（招待講演）

The 7th Deut-Switch Seminar（招待講演）（国際学会）

Fujita, K.

Fujita, K.

M. Yamauchi

山内美穂

20th Science Council of Asia Conference（招待講演）（国際学会）

2021年度触媒学会西日本支部第１２回触媒科学研究発表会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Iridium Complexes Bearing a Pyridonate-based Functional Ligand: Highly Active Catalysts for Dehydrogenative and
Hydrogenative Reactions of Organic Molecules and Their Application in Hydrogen Storage System

Development and Application of Iridium Catalysts for Efficient Dehydrogenative Reactions of Organic Molecules

Inorganic nanocatalysts for efficient electrochemical material conversion

高効率水素化反応のための無機ナノ触媒の開拓

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 23rd International Conference-School, Advanced Materials and Technologies 2021（招待講演）（国際学会）

応用物理学会一般公開シンポジウム「空気中の二酸化炭素削減を目指した電解技術の動向」（招待講演）

2021年度第15回物性領域横断研究会（招待講演）

2021 MIRAI2.0 Workshop in Materials Science（招待講演）（国際学会）

山内美穂

山内美穂

M. Yamauchi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

M. Yamauchi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

選択的CO2電気化学還元のための無機ナノ触媒の開拓

水素化反応を促進する無機ナノ触媒の開拓

Inorganic nanocatalysts for hydrogenation reactions toward sustainable material conversion for hydrogenation reactions
toward sustainable material conversion

 ２．発表標題

Inorganic Nanocatalysts for Efficient Material Conversion

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2021年秋季大会

日本物理学会2021年秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

崔永賢，吉岡晴香，尾崎文彦，小板谷貴典，山本達，堀尾眞史，松田巌，向井孝三，田中駿介，吉信淳

M. Yamauchi

T. Noguchi

尾崎文彦、土原悠、長田渉、吉岡晴香、小板谷貴典、山本達、堀尾眞史、松田巌、向井孝三、田中駿介、吉信淳

17th Japan-Taiwan Catalysis Symposium（招待講演）（国際学会）

MRM2021（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Pt(997)表面におけるメタンおよび二酸化炭素の雰囲気光電子分光：ドライリフォーミングを目指して

Inorganic nanocatalysts for hydrogenation reactions  toward sustainable material conversion

Observation of ad/desorption process of N2 and H2 on Ru-Fe nanoalloy ammonia synthesis catalysts using modulation-excitation
infrared spectroscopy

Pd 蒸着 MoS2 表面における水素分子活性化とスピルオーバー

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ADVANCED SPECTROSCOPY OF ORGANIC MATERIALS FOR ELECTRONIC APPLICATIONS (ASOMEA-X)（国際学会）

ADVANCED SPECTROSCOPY OF ORGANIC MATERIALS FOR ELECTRONIC APPLICATIONS (ASOMEA-X)（国際学会）

Y. Choi, H. Yoshioka, F. Ozaki, T. Koitaya, S. Yamamoto, M. Horio, I. Matsuda, K. Mukai, S. Tanaka and J. Yoshinobu

Fumihiko Ozaki, Shunsuke Tanaka, Kozo Mukai, Masafumi Horio, Takanori Koitaya, Susumu Yamamoto, Iwao Matsuda, and Jun
Yoshinobu

Fumihiko Ozaki, Shunsuke Tanaka, Kozo Mukai, Masafumi Horio, Takanori Koitaya, Susumu Yamamoto, Iwao Matsuda, and Jun
Yoshinobu

阪口佳子, 長田渉, 向井孝三, 田中駿介, 渡辺量朗, 吉信淳

ADVANCED SPECTROSCOPY OF ORGANIC MATERIALS FOR ELECTRONIC APPLICATIONS (ASOMEA-X)（国際学会）

NanospecFY2021mini（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

AP-XPS Study of Methane and Carbon Dioxide for Methane Dry Reformation on a Pt(997) Surface

AP-XPS Study of Methane and Carbon Dioxide for Methane Dry Reformation on a Pt(997) Surface

Interaction between the Functionalized MoS2 Basal Surface and Hydrogen

Pd/Cu(997)単原子合金モデル触媒表面におけるCO2の水素化反応

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

NanospecFY2021mini

NanospecFY2021mini

NanospecFY2021mini

NanospecFY2021mini

吉岡晴香、向井孝三、田中駿介、吉信淳

尾崎文彦，谷峻太郎，田中駿介，崔永賢，李鴻宇，澤口雄哉，向井孝三，堀尾眞史，小板谷貴典，山本達，松田巌，小林洋平，吉信淳

長田渉、田中駿介、崔賢永、向井孝三、吉信淳

 ２．発表標題

 ２．発表標題

崔永賢，李鴻宇，尾崎文彦，篠原琢朗，小板谷貴典，山本達，堀尾眞史，松田巌，向井孝三，田中駿介，吉信淳

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

原子状水素吸着Cu(997)表面におけるギ酸の反応

顕微XPSによるMoS2エッジ面の電子状態解明と水素相互作用

Cu(977)ステップ表面におけるギ酸の吸着と分解反応
 ２．発表標題

オペランド雰囲気軟X線光電子分光によるPt(997)表面におけるメタンのドライフォーミングの観測

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学会第71回討論会

錯体化学会第71回討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中田 明伸

W. Osada, S. Tanaka, Y. Choi, K. Mukai, J. Yoshinobu

長田渉、田中駿介、向井孝三、河村光昌、尾崎泰助、吉信淳

田端 隼人

日本化学会第102回春季年会

表面・界面スペクトロスコピー2021

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

分子性Al4P4キュバン型錯体を用いたアルミノホスフェート骨格の構築

Adsorption and surface reaction of formic acid on the Cu(977) surface with a (100) microfacet

理論的および実験的手法を用いたPd/Cu単原子合金触媒表面における水素の吸着に関する研究

ジイミノ骨格を有する配位高分子型錯体の光電気化学特性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学会第71回討論会

第32回配位化合物の光化学討論会

今泉 暁

板垣廉

板垣廉

宮川

錯体化学会第71回討論会

錯体化学会第71回討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Spiro-7型AlSi6骨格を導入した多孔性アルミノシリケート固体酸触媒の創成

フェロセン型電子伝達体の光誘起電子/相間移動により駆動する還元型光触媒反応

酸化還元活性なフェロセン電子伝達体の光誘起電子/ 相間移動により駆動する光触媒反応

Re(I)カルボニル錯体内包型共役系高分子による光化学的CO2還元反応

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学会第71回討論会

Pacifichem2020（招待講演）（国際学会）

日本化学会春季年会

第10回JACI/GSCシンポジウム

T. Shima

Q. Zhuo

伊東初, 清水嶺之, 新林卓也, 藤田健一

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中田 明伸

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Hydrogen-Materials Interactions: Activation, Storage, and Utilization from Molecules to Bulk (#299)

Dinitrogen Cleavage and Functionalization by Carbon Dioxide at a　Dititanium Dihydride Framework

機能性配位子を有するルテニウム錯体触媒を用いたアルコールの脱水素的酸化反応
 ２．発表標題

Hybridization of Ru(II) Complex-Sensitized Metal-Oxide Particles Connected by Surface Click Reaction

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第10回JACI/GSCシンポジウム

第10回JACI/GSCシンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

丁在瑛, 久野太希, 森崎泰弘, 藤田健一

古川翔一, 森島凡乃, 藤田健一

小野田光貴, 藤田健一

久野太希, 丁在瑛, 森崎泰弘, 藤田健一

第10回JACI/GSCシンポジウム

第10回JACI/GSCシンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

機能性高分子配位子を有するイリジウム錯体触媒を用いたアルコールの脱水素化

NHC配位子を有するイリジウム触媒を用いたアルコールによるアミンとの低温N-アルキル化反応

イリジウム錯体触媒の機能スイッチング作用に基づくエステルならびにエーテル合成法

機能性高分子配位子を有するイリジウム錯体の設計と合成

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第10回JACI/GSCシンポジウム

第67回有機金属化学討論会

早崎直哉, 藤田健一

伊東初, 新林卓也, 清水嶺之, 藤田健一

田中寿樹, 榎本茜, 藤田健一

Fujita, K.

第50回複素環化学討論会

The Material Research Meeting 2021 (MRM2021)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

イリジウム錯体による水素活性化を応用した水素可視化フィルムの開発

アルコールの脱水素的酸化反応に高活性を示すルテニウム触媒の開発と機能性配位子上の置換基効果の考察

イリジウム錯体触媒を用いたグリセロールとフェニレンジアミン類からの2-メチルキノキサリン誘導体合成

Hydrogen Production from Cellulose Catalyzed by an Iridium Complex under Mild Conditions

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第102春季年会

日本化学会第102春季年会

日本化学会第102春季年会

第37回希土類討論会

吉田七瀬, 丁在瑛, 藤田健一

久保田開人, 古川翔一, 王涵, キョウコウツウ, 藤田健一

篠原功一

 ２．発表標題

 ２．発表標題

小野田光貴, 藤田健一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

含窒素複素環カルベン配位子を持つイリジウム錯体触媒を用いたアルコールのメチルアミノ化反応

イリジウム錯体触媒によるメタノール水溶液からの長時間水素製造

希土類アミド錯体とトリアリールボランを触媒に用いた二酸化炭素をC1源とするアミン化合物のN-メチル化反応
 ２．発表標題

イリジウム錯体触媒のスイッチング機能によるエステルとエーテルの合成反応の開発

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Vebleo Webinar on Science, Engineering and Technology（招待講演）（国際学会）

第60回分子科学若手の会夏の学校

 ３．学会等名

 ３．学会等名

坂上弘輝、石元孝佳、立川仁典

篠原功一

Hayato Tsurugi

T. Ishimoto

日本化学会第102春季年会

Pacifichem2021（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

CPLB法の開発とRh(111)表面へのメタン吸着に対するH/D同位体効果の解析

N-Methylation of Amines via CO2 Fixation Catalyzed by Lanthanum Hydridotriarylborate Complexes Supported by a N,N”-
Diarylethylenetriamine Ligand

Cross-dimerization of Terminal Alkynes Catalyzed by a Cobalt(II) Complex with a Bulky 1,9-Diaryl-1,10-phenanthroline Ligand

Theoretical study of metal-hydrogen interaction in nanoparticles

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第1回若手重水素研究会

第1回若手重水素研究会

小林輝、高木牧人、桑畑和明、石元孝佳、立川仁典

服部郁美、兼松佑典、石元孝佳、立川仁典、宇田川太郎

那須一真、坂上弘樹、立川仁典、島崎智実、石元孝佳

坂上弘輝、石元孝佳、立川仁典

第1回若手重水素研究会

第1回若手重水素研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

経路積分分子動力学法を用いた四角酸結晶における水素結合構造の理論的解析

励起状態分子内プロトン移動反応に対するH/D同位体効果の理論的解析

白金(111)上でのH2O, HOD, D2O吸着に関する理論解析

CPLB法の開発とRh(111)表面へのメタン吸着に対するH/D同位体効果の解析

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第128回触媒討論会

第15回分子科学討論会

第15回分子科学討論会

日本コンピュータ化学会2021秋季年会

坂上弘輝、石元孝佳、立川仁典

大北若奈、D. S. R. Rocabado、島崎智実、石元孝佳、立川仁典

坂上弘輝、石元孝佳、立川仁典

 ２．発表標題

 ２．発表標題

野口朋寛、D. S. R. Rocabado、石元孝佳、山内美穂

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

金属表面への分子吸着におけるH/D同位体効果の解析に向けたCPLB法の開発と応用

機械学習を用いた金属表面への原子吸着に関する状態密度解析

金属表面への分子吸着に対するH/D同位体効果の解析に向けたCPLB法の開発と応用
 ２．発表標題

変調励起位相検波法を用いた赤外分光によるRu/MgOアンモニア合成触媒表面でのN2およびH2吸着・脱離過程および吸着状態の観測

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第77回年次大会

日本物理学会第77回年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

那須一真、坂上弘輝、石元孝佳、島崎智実、立川仁典

下畑裕也、兼松佑典、石元孝佳

見谷泰知、兼松佑典、石元孝佳

坂上弘輝、石元孝佳、立川仁典

第21回大つくば物理化学セミナー

第21回大つくば物理化学セミナー

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

白金表面における水の吸着・反応に関する重水素効果の理論解析

CPLB法による氷の構造と物性に対する重水素効果の理論解析

重水素医薬品におけるH/D速度論的同位体効果の発現機構に関する理論的解析

金属表面への分子吸着に対するH/D同位体効果の解析に向けたCPLB法の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第102回年会

6th Japan-Thai online-workshop on theoretical and computational chemistry 2021（国際学会）

野口朋寛、D. S. R. Rocabado、石元孝佳、山内美穂

H. Sakagami, T. Ishimoto, M. Tachikawa

N. Yodsin, H. Sakagami, T. Udagawa, T. Ishimoto, S. Jungsuttiwong, M. Tachikawa

D. S. R. Rocatado, M. Yamauchi, M. Tachikawa, T. Ishimoto

6th Japan-Thai online-workshop on theoretical and computational chemistry 2021（国際学会）

Pacifichem 2021（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

変調励起位-赤外分光法を用いたRu/MgO触媒に吸着されたN2およびH2分子のその場観測

Development of combined plane wave and localized basis sets method toward theoretical analysis H/D isotope effect of
atoms/molecules adsorption on metal surface

Metal-doped carbon nanocones as highly efficient catalysts for hydrogen storage: Nuclear quantum effect on hydrogen
spillover mechanism

Theoretical study of the catalytic activity of BCC FeRu nanoalloy for ammonia synthesis

 １．発表者名



2021年

2020年

2021年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Pacifichem 2021（国際学会）

日本物理学会第75回年次大会(2020年)ハイドロジェノミクス－変幻自在な水素を活かすサイエンス（招待講演）

日本化学会第101春季年会

第81回 応用物理学会 秋季学術講演会

山内美穂

江口弘人、小林傑、山田鉄兵、David Rocabado、石元 孝佳、山内 美穂

平良 隆信、崔 永賢、土原 悠、向井 孝三、田中 駿介、吉信 淳

 ２．発表標題

 ２．発表標題

H. Sakagami, T. Ishimoto, M. Tachikawa

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高効率物質変換のための無機ナノ粒子触媒の創製

Inversely Polarized Thermo-electrochemical Conversion via the Reaction of an Organic Redox Couple on Titanium Oxide
Electrode

「熱放射光学顕微法および放射光XPSによるグラフェンCVD成長における水素の効果のin-situ観測」
 ２．発表標題

Theoretical study of CH4/CD4 adsorption on Rh(111) surface using combined plane wave and localized basis sets (CPLB) method

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

nanospec2021

日本物理学会 第76回年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

向井孝三、松田智貴、吉岡晴香、田中駿介、吉信淳 "

長田渉、田中駿介、向井孝三、吉信淳

Jun Yoshinobu

尾崎文彦、土原悠、吉岡晴香、長田渉、向井孝三、田中駿介、吉信淳

新学術領域研究「ハイドロジェノミクス」第6回若手育成スクール（招待講演）

The 7th International APXPS Workshop, APXPS-2020（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

HREELSとLT-STMによるCu(997)表面におけるギ酸吸着とフォルメート生成の研究

Pd/Cuモデル触媒表面における水素の解離吸着

Hydrogen induced chemical processes observed by ambient pressure X-ray photoelectron spectroscopy and other methods

雰囲気光電子分光によるPd/MoS2表面と水素分子の相互作用の研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年日本表面真空学会講演会

日本化学会 第101春季年会(2021)

長田 渉, 崔 永賢, 平良 隆信, 田中 駿介, 向井 孝三, 吉信 淳

長田　渉、田中　駿介、向井　孝三、吉信　淳

今泉　暁

阿部　叶

錯体化学に基づく分子の構造変換設計と機能制御

錯体化学会第70回討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Cu(977)およびPd/Cu(977)表面におけるギ酸の分解反応

分光学的手法によるPd/Cu単原子合金触媒表面における水素の解離・スピルオーバー過程の観測

Si/Al多核錯体をモレキュラープリカーサーとして用いたアルミノシリケート合成

Photochemical Carboxylation of Csp2;H bonds in Di-substituted Anilines by CO2  in the Presence of Metal Ions"

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学会第70回討論会

錯体化学会第70回討論会

2020年web光化学討論会

日本化学会第101春季年会（2021）

栗山　智帆

中田　明伸

板垣　廉

 ２．発表標題

 ２．発表標題

今泉　暁

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

表面クリック反応によるRu(II)錯体修飾半導体光触媒の複合化

CO2を用いた二置換アニリン誘導体の光化学的なCsp2H結合カルボキシル化

二相溶液系における還元型光触媒反応を指向したフェロセン型電子伝達体の光誘起電子/相間移動特性
 ２．発表標題

Ph結合を有する分子性SiAl多核錯体の熱的活性化によるアルミノシリケート合成

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第101春季年会（2021）

日本化学会第101春季年会（2021）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

栗山　智帆

今泉　暁

中田　明伸

田端　隼人

日本化学会第101春季年会（2021）

日本化学会第101春季年会（2021）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ピリジルアンカーを有するRu(II)錯体修飾TiO2光触媒の水素生成および表面クリック反応に対する置換基効果

Spiro-7型SiAl多核錯体の熱的SiPh活性化によるアルミノシリケート構築

励起状態水素脱離により駆動する芳香族アミン誘導体のCO2光固定型カルボキシル化反応

芳香族ポリアミン配位子を有する配位高分子の合成とその性質

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第101春季年会（2021）

日本化学会第101春季年会（2021）

牧田　莉佳

髙橋　拓未

時安 哲平

K. Shinohara, R. Anwander, H. Tsurugi, K. Mashima

日本化学会第101春季年会（2021）

錯体化学会第70回討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

プロトン共役電子移動機能の発現を指向した新規アルキル修飾Pt(Ⅱ)錯体の合成とその性質

分子性Al4P4キュバン型錯体を用いた無機構造体の構築

エチレングリコキシ鎖修飾レドックス活性カテコラート白金(II)錯体及びLi塩複合体の合成

Hydrosilylation of Benzophenone Derivatives with HN(SiHMe2)2 Catalyzed by Trivalent Rare-earth Silylamide Complexes via
Amine Exchange Reaction

 １．発表者名



2021年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第101春季年会

IAAM Advanced Materials Lecture（招待講演）（国際学会）

第14回物性科学領域横断研究会

第14回物性科学領域横断研究会

T. Ishimoto

リベラ　デイビット、山内　美穂、石元　孝佳

石元　孝佳

 ２．発表標題

 ２．発表標題

K. Shinohara, H. Tsurugi, K. Mashima

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Electronic structure calculation of metal nanoparticles -Toward theoretical design of functionality and activity-

アンモニア合成における単原子合金の高活性化機能に関する理論解析

金属表面への分子吸着におけるH/D同位体効果の理論解析に向けたCPLB法の開発
 ２．発表標題

N-Methylation of Amines via Reductive Carbon Dioxide Fixation Catalyzed by Lanthanum Hydridotriarylborate Complexes bearing
a Nitrogen Tridentate Ligand

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

12th China-Japan Joint Symposium on Metal Cluster Compounds（招待講演）（国際学会）

7th Asian Conference on Coordination Chemistry（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

M. Yamauchi

Takayoshi Ishimoto, Hiroki Sakagami, Masanori Tachikawa

江口　弘人、小林　傑、山田　鉄兵、David Rocabado、石元　孝佳、山内　美穂

M. Yamauchi

The 5th Asian Workshop on Molecular Spectroscopy（国際学会）

日本化学会　第101春季年会(2021)

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Inorganic Nanomaterials to Achieve Efficient Electrochemical Hydrogenation for Energy Storage and Materials Conversions

H/D isotope effect of CH4/CD4 adsorption on Rh(111) surface using combined plane wave and localized basis sets method

酸化チタン上の有機レドックス対により起こる逆分極熱電変換

Nanomaterials to achieve electrochemical hydrogenation for efficient materials conversions

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本金属学会 2019年秋期講演大会（招待講演）

ETA-ICAT joint symposium on catalysis（招待講演）（国際学会）

山内美穂

M. Yamauchi

M. Yamauchi

M. Yamauchi

2nd International Conference on Materials Science and Chemistry（招待講演）（国際学会）

日本物理学会 第75回年次大会（2020年）（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

水素化を介した無機ナノ粒子上での高効率エネルギー変換

Inorganic Nanocatalysts to Achieve Efficient Electrochemical Hydrogenation for Energy Storage and Materials Conversions

Inorganic Nanocatalysts for Efficient Power Storage into liquid

高効率物質変換のための無機ナノ粒子触媒の創製

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第125回触媒討論会

日本物理学会2019年秋季大会（物性）

81st Okazaki Conference「Forefront of Measurement Technologies for Surface Chemistry and Physics in Real-Space, k-Space, and
Real-Time」（招待講演）（国際学会）

1st International Symposium “Hydrogenomics” combined with 14th International Symposium Hydrogen & Energy

J. Yoshinobu

J. Yoshinobu

J. Yoshinobu

 ２．発表標題

 ２．発表標題

J. Yoshinobu

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Ptステップ表面におけるメタンの吸着と活性化

Adsorption, activation and reaction of inert molecules on model catalysts

Hydrogenation of formate on the Pd-Cu single atom alloy model catalysts
 ２．発表標題

Pd蒸着Cuモデル触媒における水素吸着およびフォルメートの低温水素化

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

China-Japan Symposium of Functional Coordination Chemistry”（招待講演）（国際学会）

錯体化学会第６９回討論会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

H.-C. Chang

H.-C. Chang

A. Nakada

H.-C. Chang

12th China-Japan Joint Symposium on Metal Cluster Compounds（招待講演）（国際学会）

7th Asian Conference on Coordination Chemistry（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Molecular lattice engineering for valence tautomerism

New Challenges in the Molecular Functional Chemistry of Redox-active Ligands

Photochemical H2 Evolution and CO2 Fixation Using an ortho-Phenylenediamine Fe(II) Complex

New Challenges in the Molecular Functional Chemistry of Redox-active Ligands

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学会第６９回討論会

錯体化学会第６９回討論会

小池　翔太

阿部　叶

阿部　叶

阿部　叶

2019年光化学討論会

第31回配位化合物の光化学討論会(2019)

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

2-アミノフェノラート錯体によるメタノールの光脱水素化に対する軸配位子効果

CO2 を用いた置換アニリンの選択的光カルボキシル

CO2 を用いた置換アニリンの選択的光カルボキシル

CO2 を用いた置換アニリンの選択的光カルボキシル

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学会第６９回討論会

第26回ゼオライト夏の学校

第２３回ケイ素化学協会シンポジウム

第９回CSJ化学フェスタ

今泉　暁

今泉　暁

高橋　良季

 ２．発表標題

 ２．発表標題

今泉　暁

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

分子性Si/Al多核錯体を用いたゼオライト骨格の構築築

分子性Si/Al多核錯体を用いたゼオライト骨格の構築築

四座型テトラアミンを有するo-フェニレンジアミン/ベンゾキノジイミン錯体の合成
 ２．発表標題

分子性Si/Al多核錯体を用いたゼオライト骨格の構築築

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第100春季年会 (2020)

日本化学会 第100春季年会 (2020)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

阿部　叶

橋本　賢弥

高橋　良季

今泉　暁

日本化学会 第100春季年会 (2020)

日本化学会 第100春季年会 (2020)

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

CO2を用いた芳香族アミン類の光カルボキシル化に対する置換基効果

Double-4-Ring型分子性Si/Alクラスターの熱化学的性質

四座型テトラアミンを有するo-フェニレンジアミン/ベンゾキノジイミン錯体の合成

分子性Si/Al多核錯体をプリカーサーとしたアルミノシリケートの熱合成

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2019年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Symposium on Materials Chemistry for Sustainable Energy in Chuo University

錯体化学会第69回討論会

張　浩徹

T. Shima

島　隆則

Z. Mo

第100回日本化学会春季年会第100回日本化学会春季年会（招待講演）

錯体化学会第69回討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

有機配位子を利用した電子・プロトンプーリングと光化学エネルギー変換

Dinitrogen Activation by a Trinuclear Chromium Hydride Complex

「窒素分子活性化による三核クロムイミド錯体の合成と水素化反応」

Synthesis and reactivity of a titanium dinitrogen hydride complex with a rigid PNP ligation

 １．発表者名



2020年

2019年

2019年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium Hydrogenomics（国際学会）

International Symposium Hydrogenomics（招待講演）（国際学会）

第13回物性科学領域横断研究会

"I2CNER International Workshops 2018 (Kyusyu Univ.) "（招待講演）（国際学会）

T. Shima

島　隆則

Takanori Shima

 ２．発表標題

 ２．発表標題

T. Shima

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Multinuclear hydride clusters: Activation and transformation of small molecules

多金属ヒドリドによる新規物質変換反応

Molecular Multimetallic Polyhydrides: Activation and Functionalization of Dinitrogen and Aromatics
 ２．発表標題

Dinitrogen Activation by Molecular Multimetallic Titanium Polyhydrides

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第68回錯体化学討論会

日本化学会第99春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小池 翔太

島隆則

H.-C. Chang

秋澤 秀明

日本化学会春季年会（招待講演）

International Conference on Coordination Chemistry 2018（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

o-アミノフェノラート3d金属錯体が示すメタノールの光脱水素化における補助配位子効果

多金属ヒドリドクラスターによる 小分子の活性化と物質変換反応の開発

Redox-active Ligands as Photo-responsive Electron/Proton Poolers

o-フェニレンジアミン/o-ベンゾキノジイミン錯体の多電子・多プロトン移動反応

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第68回錯体化学討論会

日本化学会第99春季年会

小池 翔太

阿部 叶

高橋 良季

K. Nagaoka

日本化学会第99春季年会

Japan-Germany Joint Symposium on Advanced Catalysis Material and Characterization（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

レドックス活性錯体によるメタノールの光脱水素反応の制御

二置換芳香族アミン/アルコール/チオール類のCO2下における光化学反応

電子吸引基を有する新規o-フェニレンジアミンFe(II)錯体の合成と光反応性

Tailored catalysts for H2 storage and transportation

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 International Symposium on Advancement and Prospect of Catalysis Science & Technology（招待講演）（国際学会）

The 8th Tokyo Conference on Advanced Catalytic Science and Technology（招待講演）（国際学会）

第50回化学工学会（招待講演）

平成30年度触媒技術セミナー（招待講演）

K. Nagaoka

永岡　勝俊

永岡　勝俊

 ２．発表標題

 ２．発表標題

K. Nagaoka

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Self-heating of Supported Ru Catalysts as a Trigger for Hydrogen Production by Ammonia Oxidative Decomposition from Room
Temperature

アンモニアを用いたエネルギーキャリア技術の創成

クリーンエネルギー社会の実現に向けて-アンモニア合成・分解触媒の開発
 ２．発表標題

Design of rare earth oxide supported Ru catalysts for ammonia synthesis as hydrogen carrier

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Catalysis and Fine Chemicals 2018（招待講演）（国際学会）

日本化学会第99春季年会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

藤田健一

K. Nagaoka

永岡　勝俊

K. Fujita

Cardiff Catalysis Institute - Hokkiado ICAT Joint International Symposium on Catalysis（招待講演）（国際学会）

第158回HESS定例研究会 水素・エネルギーキャリアの製造・利用のための革新的基盤技術会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

イリジウム錯体の触媒的脱水素化機能を活用する水素製造・貯蔵法の開発

Tailored rare-earth oxide supported Ru catalysts for utilizing renewable energy

エネルギーキャリアとしてのアンモニアを合成・分解するための特殊反応場の構築に関する基盤技術の創成

A Sustainable Method for the Synthesis of Acetic Acid Based on Dehydrogenation of an Ethanol-Water Solution Catalyzed by an
Iridium Complex

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

14th International KyotoConference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-14)（国際学会）

第38回有機合成若手セミナー

K. Fujita, M. Kuwahara, M. Nishioka, M. Yoshida

西岡正明, 桑原雅人, 吉田真人, 藤田健一

K. Fujita, M. Kuwahara, M.Nishioka, M. Yoshida

西岡正明, 桑原雅人, 吉田真人, 藤田健一

JGP Chem & ChemEn International Workshop: Sustainability-Oriented Organic Synthesis（国際学会）

第8回CSJ化学フェスタ2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Iridium Complex-Catalyzed Synthesis of Acetic Acid Based on Dehydrogenation of an Ethanol-Water Solution

新規イリジウム錯体を用いた効率的な環境調和型新規酢酸合成法

A Sustainable Method for the Synthesis of Acetic Acid from Ethanol-Water Solution by Iridium-Catalyzed Dehydrogenation

機能性ビピリドナート配位子を有するイリジウム錯体触媒を用いたエタノール水溶液の脱水素化による酢酸合成

 １．発表者名



2018年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

14th International KyotoConference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-14)（国際学会）

日本化学会第99春季年会

日本化学会第99春季年会

日本化学会第99春季年会

空田大地郎, 和田健司, 馮旗, 西岡正明, 藤田健一

丁在瑛, 新林卓也, 藤田健一

藤田健一, 小野田光貴, 永野祐大

 ２．発表標題

 ２．発表標題

A. Enomoto, S. Kajita, T. Shimbayashi, K. Fujita

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

イリジウム錯体と金属酸化物の複合による再利用可能な脱水素化用触媒の開発

電子的ならびに立体的特性の異なるシクロペンタジエニル配位子を持つイリジウム錯体の合成とその触媒性能

イリジウム触媒による1,4-ブタンジオールの脱水素的ラクトン化とその逆反応
 ２．発表標題

Convenient Method for the Generation of Deuterium Gas Catalyzed by an Iridium Complex

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Themec'2018 International Conference on Processing & Manufacturing of Advanced Materials（招待講演）（国際学会）

Japan-Germany Joint Symposium on Advanced Catalytic Materials and Characterization（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

M. Yamauchi

M. Yamauchi

M. Yamauchi

M. Yamauchi

International Congress on Pure & Applied Chemistry Langkawi, (ICPAC Langkawi)（招待講演）（国際学会）

2018 International Symposium on Advancement and Prospect of Catalysis Science & Technology（招待講演）（国際学会）

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Structure Controlled Inorganic Nanomaterials for Efficient Energy & Materials Conversion

Inorganic Nanocatalysts for Efficient Power Storage into Liquid

Inorganic Nanocatalysts for Efficient Power Storage into liquid

Structure Controlled Inorganic Nanoparticles for Efficient Energy & Material Conversion

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2018年

〔図書〕　計15件

2022年

2022年

216

603

共立出版

技術情報協会

 ２．出版社

 ２．出版社

折茂 慎一、福谷 克之、藤田 健一

藤田健一

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

“水素”を使いこなすためのサイエンス ハイドロジェノミクス

水素の製造とその輸送,貯蔵,利用技術, イリジウム錯体触媒を用いた脱水素化反応に基づく水素製造なら
びに水素貯蔵システム

 ３．書名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．書名

"2nd International Conference on Materials Chemistry "（招待講演）（国際学会）

9th Workshop on Advanced Spectroscopy of Organic Materials for Electronic Applications（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

M, Yamauchi

Jun Yoshinobu

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Inorganic nanocatalysts for efficient power storage into liquid
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